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は
じ
め
に

人
生
1
0
0
年
時
代
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
誰
で
も
人
生
最
後
の
期

間
を
寝
た
き
り
で
過
ご
し
た
く
は
な
い
と
思
い
ま
す
。「
健
康
寿
命
」

は
、人
が
自
力
で
立
っ
て
歩
く
こ
と
の
で
き
る
間
、す
な
わ
ち
、介
護

さ
れ
な
く
て
も
生
活
で
き
る
年
齢
ま
で
の
寿
命
を
指
し
ま
す
。
厚
生

労
働
省
が
5
年
に
1
度
実
施
し
て
い
る
都
道
府
県
別
平
均
寿
命
表
を

調
べ
て
み
る
と
。
最
新
の
2
0
2
0
年
の
調
査
で
は
長
野
県
の
平
均

寿
命
は
全
国
47
都
道
府
県
中
、女
性
第
4
位（
88
・
2
歳
）、男
性
２
位

（
82
・
7
歳
）で
し
た
。
ま
た
2
0
2
1
年
の
健
康
寿
命
は
女
性
21
位

（
74
・
7
歳
）、男
性
20
位（
72
・
1
歳
）で
、決
し
て
上
位
で
は
な
く
、長

野
県
民
は
寝
た
き
り
に
な
っ
て
か
ら
割
と
長
く
生
き
て
い
る
と
言
え

ま
す
。
運
動
器
の
障
害
の
た
め
移
動
機
能
の
低
下
を
き
た
し
た
状
態

を
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（Locom

otive syndrom
e

）

と
い
い
ま
す（
図
１
）。
寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
う
原
因
は
多
々
あ

り
ま
す
が（
図
2
）、関
節
疾
患
と
骨
折
を
併
せ
る
と
脳
血
管
疾
患
や

認
知
症
よ
り
も
多
い
の
が
現
状
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
整
形
外
科
で
は
、

骨
折
や
関
節
の
疾
患
で
歩
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
人
が
再
び
自

分
の
脚
で
立
っ
て
歩
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
支
援
し
て
い
ま
す
。

以
下
、そ
の
主
な
疾
患
と
治
療
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

特 集

丸ま
る
や
ま山 

正ま
さ
あ
き昭

南
長
野
医
療
セ
ン
タ
ー
新
町
病
院　

院
長

新
町
病
院
整
形
外
科

「
立
っ
て
歩
け
る
人
生
」

私
た
ち
は
、最
後
ま
で

歩
い
て
暮
ら
せ
る
よ
う
支
援
し
ま
すロコモティブシンドローム（Locomotive syndrome）【図ー1】

※運動器の障害：骨折転倒・関節疾患・脊髄損傷の合計　厚生労働省2019年国民生活基礎調査の概況より改変

寝たきり原因ランキング 【図ー2】

出典：『令和３年版高齢社会白書』（内閣府）より

要介護（１～５）の直接原因：認知症（18.1％）がトップ　介護度４、５はほぼ寝たきりの最も重い状態
骨折･関節疾患で要介護になる人は13+11=24％（女性は､16.5+14.2=30.7％）
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主
な
疾
患
と
そ
の
治
療

1 

股
関
節
の
病
気

＜

変
形
性
股
関
節
症＞

　

歩
き
出
す
時
、
椅
子
か
ら
立
ち
上
が

る
時
や
長
時
間
歩
い
た
後
な
ど
に
脚

の
付
け
根
や
お
尻
、
太
も
も
の
前
面

か
ら
ひ
ざ
の
辺
り
に
違
和
感
や
痛
み

を
感
じ
た
ら
、
股
関
節
の
病
気
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
違
和
感
や
痛
み
の
出

る
部
分
が
は
っ
き
り
と
特
定
で
き
ず
、

検
査
を
受
け
て
も
膝
や
腰
な
ど
に
異

常
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
変
形

性
股
関
節
症
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

変
形
性
股
関
節
症
は
、
股
関
節
の
関

節
軟
骨
が
す
り
減
り
、
炎
症
が
起
こ
っ

て
股
関
節
の
周
辺
に
痛
み
が
出
て
く

る
病
気
で
す
。
四
つ
の
病
期
に
分
け
ら

れ
、「
①
前
股
関
節
症
→
②
初
期
→
③

進
行
期
→
④
末
期
」
と
症
状
が
悪
化

し
て
い
き
ま
す
。
関
節
軟
骨
の
磨
耗

や
破
壊
が
進
む
と
、
骨
と
骨
が
直
接
、

擦
れ
合
う
よ
う
に
な
り
、
股
関
節
が

変
形
し
て
い
き
ま
す
。
治
療
を
せ
ず

に
放
置
し
て
お
く
と
症
状
が
進
行
し
、

痛
み
の
た
め
に
歩
行
が
困
難
に
な
っ

た
り
、
股
関
節
の
可
動
域
（
動
か
す

こ
と
が
で
き
る
範
囲
）
が
制
限
さ
れ

た
り
し
て
、
日
常
生
活
に
さ
ま
ざ
ま

な
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

変
形
性
股
関
節
症
の
治
療
法
は
、

ま
ず
運
動
療
法
や
薬
物
療
法
な
ど
の

保
存
療
法
で
す
。
運
動
療
法
は
、
特

に
股
関
節
を
開
く
（
外
転
）
中
殿
筋

を
鍛
え
る
こ
と
で
、
股
関
節
の
支
持

機
能
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
は
、
一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん

が
保
存
療
法
で
問
題
な
く
一
生
涯
暮

ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願

い
、
保
存
治
療
の
一
環
と
し
て
、
ジ

グ
リ
ン
グ
（
膝
関
節
の
項
で
詳
述
）

を
勧
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う

し
た
保
存
治
療
で
十
分
な
改
善
が
得

ら
れ
な
い
場
合
、
上
述
し
た
病
期
の

①
～
③
に
該
当
し
て
い
れ
ば
、
関
節

温
存
手
術
（
骨
切
り
術
）
を
行
い
ま
す
。

こ
の
手
術
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
、
日
本
人
に
多
い
臼
蓋
形
成
不
全

に
伴
う
亜
脱
臼
性
股
関
節
症
に
対
し

て
、
当
科
で
は
寛
骨
臼
回
転
骨
切
り

術
を
行
っ
て
い
ま
す
（
図
3
）。

股
関
節
の
変
形
が
か
な
り
進
み
、
上

述
し
た
治
療
法
で
は
改
善
で
き
な
い

場
合
は
、
最
終
手
段
と
し
て
人
工
関

節
置
換
術
が
選
択
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

人
工
関
節
置
換
術
は
、
変
形
し
た

骨
や
余
分
に
形
成
さ
れ
た
骨
棘
（
棘

状
の
骨
）
な
ど
を
取
り
除
い
た
股
関

節
の
骨
母
床
（
土
台
と
な
る
骨
）
に
、

金
属
や
セ
ラ
ミ
ッ
ク
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

な
ど
で
作
ら
れ
た
人
工
関
節
を
埋
め

込
ん
で
股
関
節
を
置
換
す
る
手
術
で

す
。
人
工
関
節
置
換
術
の
適
応
と
な
る

病
期
は
前
述
し
た
病
期
の
③
～
④
（
進

行
期
～
末
期
）
で
、
対
象
年
齢
は
か
つ

て
65
歳
以
上
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
日
常
生
活
を
送
る
う
え
で
障
害

が
大
き
か
っ
た
り
痛
み
が
強
か
っ
た

り
す
る
場
合
は
、
年
齢
が
若
く
て
も
、

将
来
的
に
再
置
換
術
を
受
け
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
頂
い
た

上
で
、
人
工
関
節
置
換
術
を
行
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
南
長
野
医
療
セ
ン
タ
ー

篠
ノ
井
総
合
病
院
に
お
い
て
、
過
去
22

年
間
で
初
回
の
人
工
関
節
置
換
術
（
約

1
，5
0
0
例
）
を
受
け
た
患
者
さ
ん

の
平
均
年
齢
は
64
・
7
歳
で
す
が
、
最

年
少
の
患
者
さ
ん
は
24
歳
で
、
大
腿
骨

頭
壊
死
（
大
腿
骨
頭
へ
の
血
流
が
途
絶

え
、
骨
組
織
が
死
ん
だ
状
態
に
な
る
疾

患
）
に
伴
う
変
形
性
股
関
節
症
の
方

で
、
最
高
齢
は
、
90
歳
の
方
で
し
た
。

正常では、臼蓋は骨頭外側縁まで被っている（左図）。寛骨臼を骨切りして
回転し、被りを改善する手術が、寛骨臼回転骨切り術です（右図）。

初期亜脱臼性股関節症に対する関節温存手術【図ー3】

25歳・女性

3



人
工
関
節
置
換
術
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

何
と
い
っ
て
も
痛
み
が
取
れ
、
歩
き
方

も
改
善
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
股

関
節
の
可
動
域
が
広
が
る
場
合
も
あ

り
、
階
段
の
上
り
下
り
や
ト
イ
レ
で

の
立
ち
座
り
の
動
作
な
ど
、
日
常
生

活
も
容
易
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
人

工
関
節
に
は
寿
命
が
あ
り
ま
す
。
当

科
で
は
寿
命
が
来
た
人
工
股
関
節
の

再
置
換
術
も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、

こ
こ
22
年
間
に
行
っ
た
再
置
換
術
は
、

1
8
7
例
で
す
が
、
そ
の
6
割
は
他

院
で
初
回
手
術
を
受
け
た
方
で
し
た
。

初
回
手
術
で
あ
っ
て
も
、
手
術
困
難

な
例
は
他
院
か
ら
の
紹
介
を
受
け
、

当
科
で
手
術
を
行
っ
て
お
り
ま
す
（
図

4
）。
そ
ん
な
意
味
で
、
当
科
は
、
下

肢
関
節
疾
患
の
駆
け
込
み
寺
の
よ
う

な
役
割
も
担
っ
て
お
り
ま
す
。

2 

膝
関
節
の
病
気

＜

変
形
性
膝
関
節
症＞

　

変
形
性
膝
関
節
症
は
、
軟
骨
が
磨

り
減
っ
て
、
膝
関
節
の
疼
痛
と
変
形

を
生
じ
て
く
る
疾
患
で
、
過
半
数
の

患
者
さ
ん
は
、
O
脚
変
形
を
伴
っ
て

き
ま
す
。
進
行
度
に
よ
っ
て
、
5
段

階
に
分
け
ら
れ
ま
す
（
図
5
）。
ど

の
段
階
で
も
、
治
療
法
は
、
ま
ず
運

動
療
法
や
薬
物
療
法
な
ど
の
保
存
療

法
で
す
。
運
動
療
法
は
、
特
に
膝
関

節
を
伸
展
す
る
大
腿
四
頭
筋
を
鍛
え

る
こ
と
で
、
膝
関
節
の
支
持
機
能
を

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
加
え

て
、
ジ
グ
リ
ン
グ
を
お
勧
め
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
非
荷
重
（
座
位
や

臥
位
）
で
関
節
を
ブ
ラ
ブ
ラ
ゆ
す
る

運
動
、
い
わ
ゆ
る
、「
貧
乏
ゆ
す
り
」

を
す
る
こ
と
で
す
。
1
日
2
時
間
・

2
万
回
以
上
、
と
、
少
々
根
気
は
必

要
で
す
が
、
数
か
月
以
上
続
け
る
と
、

効
果
が
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

G
rade

3
の
関
節
症
で
、
手
術
も
考

え
て
い
た
方
が
、
膝
の
軟
骨
が
再
生

し
、
手
術
を
回
避
で
き
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
（
図
6
）。

し
か
し
、
膝
関
節
の
変
形
が
進
み
、

上
述
し
た
治
療
法
で
は
改
善
で
き
な

い
場
合
は
、
ま
ず
関
節
鏡
手
術
や
関
節

温
存
手
術
が
考
慮
さ
れ
ま
す
。
関
節
鏡

手
術
で
は
、
傷
が
つ
き
痛
み
の
原
因

に
な
っ
て
い
る
膝
関
節
の
軟
骨
の
一

つ
で
あ
る
半
月
（
板
）
の
処
置
を
行
っ

た
り
、
関
節
温
存
手
術
で
は
、
O
脚

を
矯
正
し
て
荷
重
線
を
外
側
に
移
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
磨
り
減
っ
た
内
側

の
軟
骨
を
再
生
・
復
活
さ
せ
る
、
高
位

脛
骨
骨
切
り
術
を
行
い
ま
す
（G

rade 

1
、2
が
適
応
）（
図
7
）。
そ
れ
で
も
、

O
脚
が
進
行
し
て
、
膝
関
節
の
痛
み

が
取
れ
な
い
場
合
は
、
最
終
手
段
と

し
て
人
工
関
節
置
換
術
が
選
択
さ
れ

高度な変形を伴う末期亜脱臼性股関節症 【図ー4】

変形性膝関節症の進行度分類（腰野の分類） 

Grade1 Grade2 Grade3 Grade4 Grade5

【図ー5】

67歳・女性　両側人工股関節置換術

Grade X線所見（立位正面Ｘ線像）
０ 正常
１ 骨硬化像または骨棘
２ 関節裂隙狭小化（３ｍｍ未満）

３ 関節裂隙の閉鎖または亜脱臼
４ 荷重面の磨耗または欠損（５ｍｍ未満）
５ 荷重面の磨耗または欠損（５ｍｍ以上）
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る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

人
工
関
節
置
換
術
は
、
股
関
節
と
同

様
、
変
形
し
た
骨
や
余
分
に
形
成
さ
れ

た
骨
棘
（
棘
状
の
骨
）
な
ど
を
取
り
除

い
た
膝
関
節
を
、
金
属
や
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
な
ど
で
作
ら
れ
た
人
工
関
節
で
置

換
す
る
手
術
で
す
。
人
工
関
節
置
換
術

は
進
行
度
分
類Grade

3
～
5
の
膝

関
節
症
患
者
が
適
応
で
、
劇
的
な
改
善

が
得
ら
れ
ま
す
（
図
8
・
9
）。

変形性膝関節症に対する保存的治療【図ー6】

O脚（高度内反膝関節症）に
対する治療

【図ー8】

高度な変形膝に対する
人工膝関節置換術

（Grade3～5の膝関節症に対して）

【図ー9】

77歳・女性

６７歳・女性 Grade3 関節症 関節裂隙が拡大（矢印）

ジグリング（非荷重ゆすり運動）で軟骨が再生

自家骨移植を併用し、
O脚変形を矯正

関節を温存する高位脛骨骨切り術（Grade1,2に対して）【図ー7】
術後、荷重線が内側から外側に移っている ＜下肢機能軸＞

術前

術前

荷重線

術後

術後1年

荷重線

手術前 左側人工膝手術後 右側人工膝手術後
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3 

寝
た
き
り
に
な
り
や
す
い
骨
折

＜

大
腿
骨
近
位
部
骨
折＞

　

平
均
寿
命
が
延
び
、
人
生
1
0
0

年
時
代
に
伴
っ
て
増
加
し
て
い
る
の

が
、
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
で
す
。
こ

の
骨
折
に
よ
っ
て
脚
の
付
け
根
が
折

れ
る
と
、
立
位
・
歩
行
が
で
き
な
く
な

り
、
寝
た
き
り
に
な
り
易
く
な
り
ま

す
。
こ
の
骨
折
を
受
傷
す
る
と
、
1

年
後
に
は
50
%
の
人
が
自
力
で
歩
行

で
き
な
く
な
り
、
20
%
の
人
が
死
亡

し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
大
腿
骨
近
位
部
骨
折

は
単
な
る
骨
折
で
は
な
く
、
生
命
予

後
に
も
影
響
す
る
疾
患
と
い
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
合
併
症
に
配
慮
し
つ

つ
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
手
術
を
行
っ

て
（
図
10
）、
早
期
に
離
床
し
、
歩
行
・

日
常
生
活
動
作
訓
練
を
中
心
と
し
た

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と

が
肝
要
で
す
。
大
腿
骨
近
位
部
骨
折

は
、
も
と
も
と
骨
粗
鬆
症
が
進
行
し

て
き
て
生
じ
る
骨
折
で
あ
る
こ
と
や
、

そ
の
後
の
二
次
骨
折
を
生
じ
る
リ
ス

ク
が
6
倍
に
な
る
こ
と
よ
り
、
骨
粗

鬆
症
の
治
療
も
併
用
し
て
行
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。●　

　

●　
　

●

ま
と
め

こ
れ
ら
一
連
の
治
療
に
お
い
て
、

入
院
期
間
は
2
～
3
か
月
を
要
す
る

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
手
術
後
の
急
性
期
は
篠
ノ
井
病

院
で
、
回
復
期
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
特
化
し
た
新
町
病
院
で
治
療
を

行
っ
て
頂
け
る
よ
う
、
南
長
野
医
療

セ
ン
タ
ー
で
は
、
診
療
体
制
を
整
備
し

て
お
り
ま
す
。
関
節
疾
患
や
骨
折
で
、

寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク

に
晒
さ
れ
た
方
々
が
、
一
刻
も
早
く
回

復
し
、
自
力
で
立
っ
て
歩
く
こ
と
の

で
き
る
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
今
後
も
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

大腿骨近位部骨折に
対する治療

【図ー10】

頚部骨折:　　　
人工骨頭挿入術

転子部骨折：　　　　
整復固定術

９８歳・女性

骨折部

９０歳・女性

骨折部

前号センターだより25号の P4「日
本における保険適用状況の術式」の
2018 の12術式について、誤りがあ
りました。

誤記により、ご迷惑をお掛け致しま
して、誠に申し訳ございませんでした。

＜内容＞【誤】
・胸腔鏡下食堂悪性腫瘍手術
・胸腔鏡下胃切除術
・胸腔鏡下噴門側胃切除術
・胸腔鏡下胃全摘術
・胸腔鏡下直腸切除・切断術
・胸腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術
・胸腔鏡下子宮悪性腫瘍手術
・胸腔鏡下膣式子宮全摘術

【正】
・胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術
・腹腔鏡下胃切除術
・腹腔鏡下噴門側胃切除術
・腹腔鏡下胃全摘術
・腹腔鏡下直腸切除・切断術
・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術
・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術
・腹腔鏡下膣式子宮全摘術
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こ
ん
に
ち
は
、胚
培
養
士
の
金
本
で
す
。

私
達
胚
培
養
士
は
、
毎
日
体
外
受
精
の
培

養
業
務
で
卵
子
と
精
子
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は『
胚
移
植
と
治
療
成
績
』に
つ
い
て

お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
内

容
が
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
皆
さ

ん
お
付
き
合
い
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

は
じ
め
に

胚
移
植
は
採
卵
後
に
体
外
受
精（
I
V
F
）

や
顕
微
授
精（
I
C
S
I
）に
よ
っ
て
受
精

さ
せ
た
、胚（
受
精
卵
）を
子
宮
の
中
に
入
れ

て
あ
げ
る
手
技
で
、妊
娠
成
績
に
最
も
大
き

な
影
響
を
与
え
る
手
技
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
実
際
、ど
の
様
な
移
植
方
法
が
あ
る

の
か
、そ
し
て
ど
れ
く
ら
い
の
妊
娠
率
が
あ

る
か
、お
話
し
て
い
き
ま
す
。

移
植
す
る
胚
の
数
は
？

当
院
で
は
移
植
胚
数
は
日
本
産
科
婦
人

科
学
会
の
会
告
に
従
い
、多
胎
妊
娠
予
防
の

た
め
胚
移
植
数
を
原
則
1
個
と
し
て
お
り

ま
す
。
た
だ
し
、治
療
時
年
齢
が
35
歳
以
上

も
し
く
は
2
回
続
け
て
妊
娠
し
な
か
っ
た

場
合
に
お
い
て
は
、2
個
移
植
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ご
夫
婦
の
治
療
経
過
や
移
植

回
数
、年
齢
、胚
のG

rade

評
価
な
ど
を
勘

案
し
移
植
胚
数
を
き
め
て
い
ま
す
。

胚
移
植
の
種
類
は
？

胚
移
植
の
種
類
は
大
き
く
分
け
て
新
鮮

胚
移
植
と
凍
結
融
解
胚
移
植
の
2
種
類
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
2
つ
の
移
植
方
法
に
つ

い
て
以
下
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

①
新
鮮
胚
移
植

新
鮮
胚
移
植
は
採
卵
後（
採
卵
周
期
）２

～
３
日
目
に
、体
外
受
精
ま
た
は
顕
微
授
精

を
し
て
得
ら
れ
た
初
期
胚
を
移
植
す
る
方

法
で
す
。
採
卵
後
に
卵
巣
過
剰
刺
激
症
候

群（
O
H
S
S
）の
発
症
の
リ
ス
ク
が
高
く

な
っ
た
場
合
、新
鮮
胚
移
植
を
希
望
さ
れ
て

も
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

妊
娠
率
は
あ
ま
り
高
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

短
期
間
の
間
に
採
卵
と
移
植
が
で
き
治
療

期
間
の
短
縮
が
で
き
ま
す
。（
図
ー
1
）

②
凍
結
融
解
胚
移
植

凍
結
融
解
胚
移
植
は
採
卵
し
た
後
に
、体

外
受
精
ま
た
は
顕
微
授
精
を
し
て
得
ら
れ
た

胚（
受
精
卵
）を
5
～
6
日
間
培
養
し
、原
則

G
rade

の
良
い
胚
盤
胞（
妊
娠
す
る
可
能
性

の
高
い
）を
凍
結
保
存
し
ま
す
。
そ
し
て
次

回
以
降
の
月
経
が
開
始
し
た
ら
、薬
で
子
宮

内
の
環
境
を
整
え
て
あ
げ
た
後
、凍
結
保
存

し
た
胚（
受
精
卵
）を
移
植
す
る
方
法
で
妊

娠
率
が
比
較
的
高
い
方
法
で
す
。（
図
ー
2
）

篠ノ井総合病院
不妊治療センター 胚培養士

金
かねもと

本  淳
じゅん

胚
移
植
と

治
療
成
績
に
つ
い
て
の
お
話

Series 7

不妊症について
学ぼう

【図ー1】

【図ー2】
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な
ぜ
凍
結
融
解
胚
移
植
は
妊
娠
率

が
高
い
の
か
？

一
般
的
に
、
新
鮮
胚
移
植
よ
り
も
凍
結

融
解
胚
移
植
の
ほ
う
で
妊
娠
率
が
高
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
凍
結
す
る
と
胚
の
グ

レ
ー
ド
が
良
く
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
移

植
す
る
胚
の
要
因
や
凍
結
融
解
胚
移
植
時

の
子
宮
環
境
が
良
い
こ
と
に
起
因
し
ま
す
。

（
図
ー
3
）

①
移
植
す
る
胚
に
つ
い
て

新
鮮
胚
移
植
で
移
植
す
る
胚（
受
精
卵
）

は
成
長
の
途
中
の
も
の
を
子
宮
の
中
に
移

植
し
ま
す
。
移
植
し
た
後
、
そ
の
胚（
受
精

卵
）が
子
宮
の
中
で
順
調
に
成
長
し
た
か
ど

う
か
は
不
明
で
す
し
、
子
宮
の
中
で
胚
盤

胞
ま
で
成
長
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
妊

娠
す
る
可
能
性
の
高
い
も
の
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、凍
結
融
解
胚
移
植
で
移

植
す
る
胚（
受
精
卵
）は
、
最
終
段
階
の
胚

盤
胞
ま
で
培
養
さ
せ
る
こ
と
で
、
妊
娠
す

る
可
能
性
の
高
い
胚（
将
来
赤
ち
ゃ
ん
や
胎

盤
と
な
る
細
胞
が
沢
山
あ
る
胚
盤
胞
）を
セ

レ
ク
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
妊
娠
率

が
高
く
な
り
ま
す
。（
図
ー
4
）

②
子
宮
の
環
境
に
つ
い
て

多
く
の
卵
子
を
確
保
す
る
た
め
、
採
卵

後
は
強
い
卵
巣
刺
激
の
影
響
な
ど
で
子
宮

の
中
の
環
境
が
着
床
し
づ
ら
い
環
境
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
、
採
卵
し
た
周
期
で
移

植
す
る
新
鮮
胚
移
植
で
は
、
胚
の
状
態
が

良
く
て
も
う
ま
く
着
床
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、凍
結
融
解
胚
移
植
の

場
合
、
採
卵
後
の
別
の
生
理
周
期
に
移
植

計
画
を
立
て
る
た
め
、
子
宮
の
中
の
環
境

を
着
床
に
適
し
た
状
態
に
整
え
る
こ
と
で

妊
娠
率
が
高
く
な
り
ま
す
。（
図
ー
5
）

移
植
当
た
り
の
年
齢
別
の
妊
娠
率
は
？

実
際
、当
院
の
2
0
2
3
年
と
2
0
2
4

年
の
新
鮮
胚
移
植
と
凍
結
融
解
胚
移
植
の

成
績
を
紹
介
し
ま
す
。
新
鮮
胚
移
植
の
成

績
は
件
数
が
少
な
い
た
め
、
年
別
で
妊
娠

率
を
、
凍
結
融
解
胚
移
植
は
件
数
が
多
い

た
め
、
各
年
の
年
齢
別
で
妊
娠
率
の
グ
ラ

フ
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
妊
娠
は
超
音
波

検
査
で
胎
嚢
を
確
認
し
た
も
の
と
し
て
い

ま
す
。

①
新
鮮
胚
移
植
の
妊
娠
率

　
　
　
　
　
　
　
（
全
国
平
均
：
22
％
）

保
険
適
用
前
の
自
由
診
療
の
時
代
、
採

卵
後
は
と
り
あ
え
ず
新
鮮
胚
移
植
を
希
望

す
る
御
夫
婦
が
多
く
、
年
間
2
5
0
例
ほ

ど
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
保
険
適
用

後
は
体
外
受
精
を
す
る
に
は
年
齢
や
移
植

の
回
数
制
限
が
あ
る
た
め
、
新
鮮
胚
移
植

を
希
望
す
る
ご
夫
婦
は
激
減
し
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
の
移
植
件
数
は
年
間
5
件
で

妊
娠
数
が
０
件
、2
0
2
3
年
で
は
移
植
件

数
が
年
間
4
件
で
妊
娠
数
が
1
件
で
す
。

妊
娠
率
は
2
0
2
2
年
が
0
％
、2
0
2
3

年
は
25
％
で
し
た
が
、
移
植
し
た
件
数
が

少
な
く
、
正
確
性
の
欠
け
た
成
績
に
な
り

ま
す
。（
図
ー
6
）

②
凍
結
融
解
胚
移
植

　
　
　
　
　
　
　
（
全
国
平
均
：
38
％
）

保
険
適
用
後
、
治
療
を
受
け
る
ほ
と
ん

ど
の
ご
夫
婦
が
凍
結
融
解
胚
移
植
を
希
望

【図ー3】

【図ー4】

将来胎盤になる細胞
（栄養外胚葉：TE）

将来赤ちゃんになる
細胞
（内細胞塊：ICM）

胚胞腔

将来胎盤になる細胞
（栄養外胚葉：TE）

将来赤ちゃんになる
細胞
（内細胞塊：ICM）

胚胞腔 =妊娠率UP＋

【図ー5】

? ?? ?

? ?
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さ
れ
て
い
ま
す
。
年
齢
別
の
妊
娠
率
で
は

年
齢
が
若
い
ほ
ど
妊
娠
率
は
高
く
、
年
齢

を
増
す
に
つ
れ
て
妊
娠
率
が
低
下
し
ま
し

た
。
全
国
の
平
均
妊
娠
率
が
38
％
で
す
が
、

当
院
の
2
0
2
3
年
が
51
％
、2
0
2
4
年

が
48
％
に
な
り
、
良
好
な
成
績
を
維
持
し

て
い
ま
す
。（
図
ー
7
）

凍
結
融
解
胚
移
植
が
ベ
ス
ト
な
移

植
方
法
な
の
か
？

一
般
的
に
新
鮮
胚
移
植
と
比
べ
て
、
凍

結
融
解
胚
移
植
の
方
で
妊
娠
率
が
高
い
た

め
、
治
療
を
受
け
る
多
く
の
方
が
希
望
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
、採
卵
し
て
も
採
れ
る
卵

の
数
が
少
な
い
方
や
培
養
し
て
も
凍
結
胚

が
得
ら
れ
な
い
方（
卵
巣
予
備
能
が
低
下
し

て
い
る
）な
ど
は
、逆
に
新
鮮
胚
移
植
の
方

が
良
い
結
果
を
も
た
ら
す
と
も
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、移
植
方
法
を
選

択
す
る
時
、
全
て
の
方
に
凍
結
融
解
胚
移

植
が
選
択
す
る
べ
き
で
は
な
く
、
適
宜
新

鮮
胚
移
植
も
考
慮
す
る
必
要
性
が
あ
る
と

言
え
ま
す
。

今
回
は『
胚
移
植
と
治
療
成
績
』に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
し
た
が
、皆
さ
ん
ど
う
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
？
一
つ
の
移
植
方
法
に
固

執
し
て
し
ま
う
と
患
者
さ
ん
の
機
会
損
失

に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
過

去
の
治
療
歴
や
様
々
な
状
況
か
ら
患
者
さ

ん
一
人
ひ
と
り
に
最
適
な
移
植
方
法
が
提

案
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
ま
す
。
今
後
も

治
療
を
受
け
ら
れ
る
方
に
対
し
て
、
分
か

り
や
す
く
情
報
発
信
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
次
回
は『
不
妊
治
療
の
保
険
適

用
』に
つ
い
て
お
話
す
る
予
定
で
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【図ー7】

【図ー6】

新鮮胚移植の妊娠率

凍結融解胚移植の妊娠率

移植件数 29歳以下 30〜34歳 35歳〜39歳 40歳〜42歳 43歳以上 全体
2023年 0 1 2 0 2 5
2024年 0 2 2 0 0 4

移植件数 29歳以下 30〜34歳 35歳〜39歳 40歳〜42歳 43歳以上 全体
2023年 16 44 118 46 9 224
2024年 11 63 108 42 5 229
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栄養科

　
ト
マ
ト
は
、
毎
日
の
健
康
を
支
え
て
く
れ
る

頼
も
し
い
野
菜
で
す
。
中
で
も
注
目
さ
れ
て
い

る
の
が
「
リ
コ
ピ
ン
」
と
い
う
赤
い
色
素
。
リ

コ
ピ
ン
に
は
強
い
抗
酸
化
作
用
が
あ
り
、
体
内

で
増
え
す
ぎ
た
活
性
酸
素
を
除
去
す
る
働
き
が

あ
り
ま
す
。
活
性
酸
素
は
、
私
た
ち
の
体
に
侵

入
す
る
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
退
治
す
る
役
割
が

あ
り
ま
す
が
、
ス
ト
レ
ス
や
喫
煙
、
紫
外
線
な

ど
の
影
響
で
増
え
す
ぎ
る
と
、
逆
に
細
胞
を
傷

つ
け
老
化
や
シ
ミ
、
動
脈
硬
化
、
が
ん
と
い
っ

た
病
気
の
原
因
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
特

に
、
紫
外
線
を
浴
び
る
と
活
性
酸
素
が
大
量
に

発
生
し
、
肌
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
や
老
化
に
つ
な
が

り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
ト
マ
ト
に
含
ま
れ
る

リ
コ
ピ
ン
が
活
性
酸
素
を
抑
え
、
肌
を
内
側
か

ら
守
っ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
ト
マ
ト
に
多
く

含
ま
れ
る
「
β
カ
ロ
テ
ン
」
は
体
内
で
ビ
タ
ミ

ン
A
に
変
換
さ
れ
、
皮
膚
や
粘
膜
の
健
康
を
保

つ
働
き
が
あ
る
た
め
、
外
的
な
刺
激
に
負
け
な

い
肌
作
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。
さ
ら

に
ビ
タ
ミ
ン
C
も
豊
富
な
た
め
、
免
疫
力
を
高

め
る
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
紫
外
線
が
気
に

な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
〝
食
べ
る
ス
キ
ン
ケ

ア
〞
と
し
て
、
ト
マ
ト
は
美
容
と
健
康
を
支
え

て
く
れ
る
心
強
い
味
方
で
す
。

 

 

 

 

　
リ
コ
ピ
ン
は
油
と
相
性
が
良
い
脂
溶
性
の
栄

養
素
で
す
。
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
や
ご
ま
油
な
ど

と
一
緒
に
調
理
す
る
こ
と
で
吸
収
率
が
ア
ッ
プ

し
ま
す
。
ま
た
、
加
熱
す
る
こ
と
で
も
リ
コ
ピ

ン
の
吸
収
率
は
上
が
る
の
で
、
ト
マ
ト
ソ
ー
ス

や
ス
ー
プ
、
オ
ー
ブ
ン
焼
き
な
ど
の
料
理
は
栄

養
面
で
も
優
秀
で
す
。
酸
味
が
ま
ろ
や
か
に

な
っ
て
甘
み
も
引
き
立
つ
の
が
魅
力
で
す
。

　
一
方
で
、
ビ
タ
ミ
ン
C
は
熱
に
弱
い
た
め
、

生
の
ま
ま
食
べ
る
の
も
効
果
的
で
す
。
リ
コ
ピ

ン
と
ビ
タ
ミ
ン
C
の
両
方
を
効
率
よ
く
摂
る
に

は
、
加
熱
調
理
と
生
食
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
り

入
れ
る
の
が
理
想
的
で
す
。

エネルギー
266kcal

たんぱく質
12.1ｇ

脂　質
17.0ｇ

１人分の栄養価

炭水化物
18.4ｇ

塩　分
1.4ｇ

エネルギー
70kcal

たんぱく質
1.5ｇ

脂　質
0.1ｇ

１人分の栄養価

炭水化物
13.3ｇ

塩　分
2.3ｇ

①トマトの上1/4をカットする。
②スプーンでトマトの中身をくり抜く。中身は軽くきざみ二つに分
けておく。

③ほうれん草は2cmに切り、鍋にたっぷりのお湯と塩少量（分
量外）を入れさっとゆでる。冷水にとって冷まし、水気を絞って
おく。

④トマトのカップの中に角切りベーコンとほうれん草、きざんだトマ
トの中身1個分を入れる。
⑤③に卵を割り入れる。
⑥ピザ用チーズを上に散らして、160℃のトースターで約10分前
後加熱する。

⑦Aを混ぜてドレッシングを作り、⑤に添えて完成。

作 り 方

トマトのエッグカップ

トマトに含まれるリコピンは、加熱することで吸収率が高まります。オリーブオイルと一緒に調理すればさらに効率的に摂取でき、卵
を加えることで良質なたんぱく質も補えます。
お使いのトースターによって加熱具合に誤差が生じますので、様子を見ながら加熱時間の調節をしてください。

湯むきしたトマトにだしのうま味がしっかり染み込み、暑い日にもさっぱりと食べられる一品です。減塩のため、だし汁は飲まずに
残しましょう。

食
材
の
栄
養
に
つ
い
て

ほし まさたか

星　正孝調理担当／新町病院栄養科　調理師

新町病院栄養科
管理栄養士

西澤 杏菜
にしざわ あんな

　
ヘ
タ
が
ピ
ン
と
張
っ
て
い
て
、
皮
に
ツ
ヤ
と
ハ
リ
が

あ
り
、
手
に
持
っ
た
と
き
に
ず
っ
し
り
と
重
み
を
感
じ

る
も
の
が
新
鮮
で
す
。
完
熟
し
た
も
の
ほ
ど
リ
コ
ピ
ン

の
含
有
量
も
多
い
た
め
、
出
来
る
だ
け
赤
く
熟
し
た
も

の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
保
存
方
法
は
、
完
熟
し
て
い
る
も
の
は
冷
蔵
庫
の
野

菜
室
で
保
存
し
ま
す
が
、
長
期
保
存
す
る
と
風
味
が
落

ち
て
し
ま
う
た
め
、
3
〜
4
日
を
目
安
に
使
い
切
る
の

が
お
す
す
め
で
す
。
未
熟
な
ト
マ
ト
は
常
温
で
追
熟
さ

せ
る
と
味
が
よ
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ト
マ
ト
を
刻
ん

で
冷
凍
し
て
お
け
ば
、
ス
ー
プ
や
ソ
ー
ス
に
そ
の
ま
ま

使
え
る
便
利
な
ス
ト
ッ
ク
に
も
な
り
ま
す
。
旬
の
時
期

に
ま
と
め
買
い
し
て
、
冷
凍
や
加
工
で
上
手
に
使
い
回

す
の
も
賢
い
楽
し
み
方
で
す
。

◎
選
び
方
・
保
存
の
ポ
イ
ン
ト

調
理
の
ポ
イ
ン
ト

今回の
食 材トマト

トマト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2個
ほうれん草・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20ｇ
角切りベーコン・・・・・・・・・・・・・・30ｇ
くり抜いたトマトの中身
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1個分
卵・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2個
ピザ用チーズ・・・・・・・・・・・・・・・・・30ｇ

　　くり抜いたトマトの中身
　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1個分
　　塩・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1/8
　　すりおろしにんにく
　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1/8
　　黒こしょう・・・・・・・・・・・・・・適量
　　オリーブオイル・・・小さじ1

材料（2人分）

A

まるごとトマトの
だしびたし

①トマトは包丁でヘタをくり抜き、ヘタと反対側に十字の切り込み
を入れる。鍋にたっぷりのお湯を沸騰させ、トマトを入れる。10
秒ほどゆでたら冷水にとり、皮をむく。

②Aを鍋に入れ中火で煮立たせる。
③耐熱のジッパー付き保存袋にトマトを入れ②を袋に注ぐ。
④粗熱を取り、冷蔵庫で半日ほど冷やし味をなじませる。
⑤皿に盛り、おろししょうがを飾る。

作 り 方

トマト（小）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4個
　　だし汁・・・・・・・・・・・・・・・300cc
　　（水300ccに和風顆粒だし小さじ2/3）
　　みりん・・・・・・・・・・・・・・・大さじ2
　　しょうゆ・・・・・・・・・・・・・・小さじ2
　　塩・・・・・・・・・・・・・・・・ひとつまみ
おろししょうが（飾り用）・・適量

材料（2人分）

A
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み
な
さ
ん
の
中
に
は
、腰
痛
で
お
困
り

の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、腰
痛
予
防
で
す
。

腰
痛
予
防
に
は
、「
た
い
か
ん（
体
幹
）

が
大
切
」と
い
っ
た
こ
と
を
耳
に
す
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

体
幹
と
は
、
腰
回
り
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。
腰
痛
と
い
え
ば
、
腰
の
こ
と
な
の
で

背
筋
を
鍛
え
る
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
実
の
と
こ
ろ
は
、
背
筋
だ

け
が
強
く
て
も
不
十
分
で
す
。
背
筋
も
重

要
で
す
が
、腹
筋
の
強
さ
も
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。

更
に
大
切
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ア
ウ

タ
ー
マ
ッ
ス
ル
、イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
と

い
っ
た
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
で

し
ょ
う
か
。
こ
ち
ら
は
、
聞
き
慣
れ
な
い

言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
腰
痛
予
防
に

は
、イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
が
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。
従
来
の
体
幹
筋
の
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
に
は
、イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
を
う
ま

く
刺
激
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
も
存
在
す
る
の
で
す
。

腰
痛
予
防
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

篠
ノ
井
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

理
学
療
法
士

田た
な
か中　

康や
す
ひ
ろ弘

※注：既に腰痛や病変がある方は、専門医に相談しましょう。

今回は、

方法をお伝えします。

①腹筋も背筋も一緒に
②インナーマッスルを
刺激する

5〜10秒程度、1〜3セット程度
など、体調に合わせてやってみ
てはいかがでしょうか。中年男
性であっても、運動習慣がなけ
れば10秒3セットは大変かも
しれません。　
腰痛予防をして、楽しく健康に
生活ができればいいですね。

正しいやり
方で行うの

が

ポイント!

間違ったやり方1
腰が上がっています

間違ったやり方2
腰が下がって背中が反りあがっています

正しいやり方
頭・背中・腰・足がまっすぐになっています
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トピックス

6
年
ぶ
り
と
な
る
第
23
回
病
院
祭「
あ

い
ま
つ
り
」
を
令
和
7
年
5
月
10
日（
土
）

に
開
催
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
通
明
小
学
校
金

管
バ
ン
ド
の
生
徒
の
皆
さ
ん
の
フ
ァ
ン

フ
ァ
ー
レ
に
合
わ
せ
、
鈴
木
実
行
委
員
長

の
開
会
宣
言
に
よ
り
開
会
し
ま
し
た
。

特
別
講
演
で
は
、
日
産
G
T-

R
開
発

者
の
水
野
和
敏
さ
ん
を
迎
え
て
、
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
は
多
く
の
方
に
お

集
り
い
た
だ
き
、大
盛
況
で
し
た
。

ま
た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
見
学
も
開
催
し
ま

し
た
。
屋
上
へ
リ
ポ
ー
ト
で
は
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
を
バ
ッ
ク
に
写
真
を
撮
影
し
た
り
、

熱
心
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
医
師
に
質
問
を
す

る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
心
配
し
て

い
ま
し
た
天
候
も
当
日
の
朝
に
は
雨
が
あ

が
り
、気
持
ち
の
良
い
見
学
会
で
し
た
。

今
年
は
初
の
試
み
で
あ
る
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
や
、
そ
の
他
に
も
、
地
元
更
級
歯
科

医
師
会
に
よ
る
歯
科
相
談
、
医
療
展
、
医

療
機
器
の
体
験
、
各
種
測
定
や
、
救
急
蘇

生
体
験
な
ど
、
ど
の
企
画
も
行
列
が
で
き

る
ほ
ど
で
し
た
。

こ
の
6
年
間
病
院
祭
開
催
を
待
ち
望
ん

で
い
た
多
く
の
地
域
の
皆
さ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
改
め
て
病
院

祭
が
重
要
な
位
置
づ
け
で
あ
る
こ
と
を

再
確
認
し
ま
し
た
。

多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
も
病
院
祭

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

株
式
会
社
本
久
様
よ
り
医
療
機
器
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

しののい
今
年
度
も
株
式
会
社
本
久
様
よ
り
医
療

機
器
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
車

椅
子
4
台
、
歩
行
器
1
台
、
電
子
カ
ル
テ

ワ
ゴ
ン
1
台
、Ｉ
Ｖ
ス
タ
ン
ド
9
台
で
す
。

大
切
に
使
い

ま
し
ょ
う
。

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

し
た
。J

A
全
農
長
野
様
よ
り
車
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

しののい
J
A
全
農
長
野
様
よ
り
車
を
1
台
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
切
に
使

わ
せ
て
頂
き

ま
す
。

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

第
23
回
病
院
祭「
あ
い
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
し
た

オープニング/池野院長 挨拶

特別講演/水野  和敏氏（GT-R開発者）
「過去を捨て去ることで誕生した、

新次元のスーパーカーと、新しい自分」

定番 軽音楽部によるバンド演奏

通明小学校金管バンドの生徒のみなさん
オープニングのファンファーレ
ありがとうございました

救急、消防車両
展示

毎回、大人気の
ドクターヘリ見学

医療機器体験コーナー/
腹腔鏡アメ玉キャッチ

ドクター・ナースに
変身コーナー/
かわいい看護師さん
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南長野医療センター篠ノ井総合病院外来診療担当医表
2025年7月1日現在  （担当医表は予告なく変更することがあります）

診療科 月 火 水 木 金 土（1・4週）

内科

長坂 佐藤（血液） 倉石 後 長坂 倉石 後 ②④ 総合診療①
中牧（血液）月1 千野/和田 中村勝（神経）予 長坂
吉長（神経）予 小池 後 小泉④

呼吸器
矢㟢 松尾 信大 矢㟢 堀内

神田①③⑤

腎臓
特診 穴山 牧野 栗原 竹前

田村 後 長沢 田村

内分泌
峯村 駒津 後 予 峯村 横田直 後 特診 予

横田直/ 後 月1 横田直 西井 山口朋 山口朋 後

西井 紹 山口朋 西井 山岸

消化器
牛丸 牛丸 三枝 児玉 三枝 特診 予

児玉 中村伊 武井 中村伊 武井
小林浩 後 予 横田有 後 予 柴田 後 予

睡眠呼吸センター 予 松尾
禁煙外来 予 午後 堀内

総合診療科

松井 小林優 三木 山﨑 鈴木慶

小池洋 松井 山﨑 鈴木慶①③⑤ 小林優

山﨑③ 鈴木貞① 鈴木慶① 三木②④
小林優③ 原③

漢方外来 午後 山川淳 山川淳

リウマチ
膠原病
センター

午前

原 永井 永井 小川 鈴木貞

坂口 飯村 小川 飯村 原
齋門 浦野 予 野中 浦野 予

小野②④⑤ 浦野 予 ②④⑤ 浦野 予 ②④⑤ 小野②④⑤

午後 予

永井 野中 林①③⑤ 鈴木貞

松井

呼吸器外科 青木 藏井 藏井

循環器内科

小林隆 矢彦沢 丸山拓 平森 依田 小塚
小塚 小塚 小塚 小塚 小塚 交代制

田畑
ペースメーカー外来 不整脈外来

心臓血管外科 後藤

小児科
午前

山川直 諸橋 諸橋 諸橋 山川直①④ 諸橋
長谷川 中村真 中村真 長谷川 中村真 田邉

島 横山 島 島 長谷川 横山
田邉 田邉 横山

午後 予 予防接種 慢性外来 1か月健診/慢性外来 慢性外来 慢性外来

外科

有吉 池野 池野 池野 池野
松本 新 小山 髙畑 新 小山 新 髙須 新

渡邉 後 ②④ 予 五明 五明 松本 髙畑
有吉 新 髙須

整形外科

野村 小田切 野村 笠間 石垣
外立 外立 臼田 外立

北川 北川 石垣 野村 北川
臼田 信大 臼田/小田切 信大 小田切

丸山正

スポーツ疾患関節治療センター 野村 丸山正/野村

産科
藤森 西村 植木 加藤 本道 西村

鹿島
午後 予 1か月健診

婦人科

本道 加藤 西村 植木 鹿島 藤森
松岡 松岡 松岡 鹿島 藤森 植木
植木 鹿島 加藤 藤森 西村 本道
木村 本道 木村 西村 木村

特殊外来 予 不妊症 不妊症 不妊症

受付 午前11：00まで
 木 午前10：30まで

受付 午前11：00まで
 木 午前10：30まで

受付 午前10：30まで

予

【呼吸器内科】
火 午前10：30まで

午後 予
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診療科 月 火 水 木 金 土（1・4週）

脳神経外科
宮下 外間 村田 宮下 外間 交代制
村田 黒岩

泌尿器科
午前

後藤正 鈴木尚 大学 鈴木尚 中沢
中沢 中沢（特診 予 ） 後藤正

午後 予
後藤正 鈴木尚 鈴木尚 中沢
中沢 後藤正

眼科 予 紹 午前
赤羽圭 赤羽圭 赤羽圭 赤羽圭 赤羽圭

赤羽聡 赤羽聡 赤羽聡 赤羽聡 赤羽聡

梶原 梶原 梶原 梶原 梶原
午後 外来処置/手術 手術 外来処置/手術 外来処置 手術

皮膚科 予 紹
午前

岡田 岡田 木藤 岡田 岡田
信大 木藤

午後 専門外来

形成外科 予 紹
午前 小林美 小林美 小林美

午後 小林美/レーザー④ 小林美 レーザー②

耳鼻咽喉科
予 紹

午前
浅輪 浅輪 交代制 浅輪 浅輪

小林正 小林正 小林正 小林正

午後 専門外来 専門外来
心療内科 予 紹 大村 もの忘れ もの忘れ 大村 検査

歯科口腔外科
予 紹

午前
嶋根 手術 嶋根 今井 嶋根 交代制
今井 手術 手術 手術 手術

午後
嶋根 大学 嶋根 嶋根
今井 今井 今井 今井 今井

ペインクリニック 予 紹 坂本 坂本 坂本
● 受付時間：8時00分～11時30分　● 休診日：毎月第2･3･5土曜日、日曜日、 国民の祝日、年末年始、当院の定める日　● 予約・紹介状がないと受診で
きない診療科があります。詳しくは各外来にお問い合わせ下さい。　● 救急患者さんにつきましてはこの限りではありません。

当院では、初診時に他の医療機関からの診療情報提供書（紹介状）をお持ちで無い患者さんから選定療養費7,700円（税込）を頂いております。
初診の際はできるだけ診療情報提供書をお持ちください。

予：予約制、　 紹：初診時に医療機関からの診療情報提供書（紹介状）が必要です、　 新：新患、　 前：午前、　 後：午後、　 数字：週

受付 火 金
午前10：30まで

予：予約制、　 後：午後、　 数字：週

● 外来受付時間は一部の科を除き午前８時００分～午前１１時３０分迄です。　● 休診日：毎月第2･3･5土曜日、日曜日、 国民の祝日、年末年始、当院の定める日

診療科 月 火 水 木 金 土（1・4週）

内科

本郷 細川 佐藤悦 堺澤 細川 野中①
堺澤 野中 細川③ 信大医師 佐藤悦 佐藤悦④
野中 信大医師

循環器内科
篠ノ井医師 後 予 ④

総合診療科 後藤
心療内科 栗田病院医師 毎週 予

小児科 諸橋  山川直
（午後・予防接種）

諸橋①④
山川直②③⑤

外科
信大医師
診察時間

9：30〜11：00

整形外科
丸山①③⑤

竹山 丸山②④
篠ノ井医師①③⑤ 下川 竹山

木下①
竹山②④ 篠ノ井医師④

婦人科
本藤

診察開始
午前10：00

耳鼻咽喉科 信大医師
診察時間

午後2:00〜

信大医師
診察時間

午後2:00〜
眼科 新井 予 上野 予

皮膚科 信大医師
①③⑤

泌尿器科 和食

2025年7月1日現在  （担当医表は予告なく変更することがあります）

南長野医療センター新町病院外来診療担当医表

受付時間 午前8：00〜11：00　

受付時間     　　　　　
午前8：00〜午後4：30　
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262025.7
No.

TAKE FREE

私たちは厚生連理念にのっとり、
患者本位の医療の実践に努めます。

南長野医療センター篠ノ井総合病院

私たちは人のいのちと心を
大切にする医療を実践します

南長野医療センター新町病院

262025.7
No.

TAKE FREE
篠ノ井総合病院
〒388-8004　長野県長野市篠ノ井会６６６-１　
ＴＥＬ ０２６-２９２-２２６１

編 集　南長野医療センター広報委員会

新町病院
〒381-2404　長野県長野市信州新町上条137番地
ＴＥＬ ０２６-２6２-3111

南長野医療センター
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特集 立って歩ける人生 
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栄養科 健康レシピ
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今年度より、新しく広報を担当することとなりました。センターだよりも色々な方に確認しながら
編集も進めております。地域の皆さまに病院の事を知ってもらえるよう広報活動を行っていきた
いと思います。
連日の真夏日が続いていますが、こまめな水分補給を心がけて熱中症には気を付けてください。

（H.T）

編
集
後
記

立
っ
て
歩
け
る
人
生

立
っ
て
歩
け
る
人
生

特 集


